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献　辞
　黒田十三先生は、2014年3月31日をもって、名古屋外国語大学教授を退
任されました。黒田先生は、1988年4月の本学の開学時に助教授として就
任されて以来26年の長きにわたって、本学の教育に携わってこられまし
た。総合教養科目としての体育教育の充実はもちろんのこと、学生の課外
活動の支援にも尽力されました。
　先生のご専門はマラソンで、ご自身は中学1年生（1961年）から走り始
め、これまで53年間で走った距離は、およそ地球6周にあたる21万kmと
のことです。ホノルルマラソン、香港マラソン、富士登山マラソンなど、
国内外の多くの大会に出場され、成果を出されています。今でも、早朝の
ランニングを日課とされているそうです。今後、地球を何周されるか楽し
みです。
　1979年から2007年までの29年間、ホノルルマラソンに参加する市民ラ
ンナーのインストラクターを務められ、オーストラリアのゴールドコース
トマラソン、香港マラソンの指導もなされていました。本学の学生の中に
も参加する者もおり、その支援に力を尽くされました。
　また、開学期から課外活動（部活・サークル）の顧問を積極的にお引き
受けくださり、陸上競技部、軟式野球部、ボクシング部、総合格闘技部、
自転車部、ハンドボール部など、いくつもの部活動を支えてこられました。
部活動の成果も華々しく、学生部長表彰者を数多く輩出し、団体の表彰も
受けるほどでした。これも先生の熱心な支援の賜物でしょう。
　体育館のトレーニングルームは、授業はもちろんのこと学園の学生・教
職員の体力増強のためのジムとして使われていますが、その維持・管理に
も携わっておられました。「先生のジムでのメニューを作りますよ。」とお
誘いを受けましたが、行かずじまいで、さぞかし成果が上がっただろうに
と、今頃になって「しまった！」と思っています。
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　最後に、これからもご健康に留意され、ランニングが続くことを祈念し
ております。
　ここに、先生の長年のご功績を称え、感謝の意を表します。
2014年4月1日
	 総合教養主任　　　
	 石田勢津子　　　
